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将来負担比率とは
　1年間の標準的な収入に
対する今後支払わなければ
ならない公債費などの割合
実質公債費比率とは
　1年間の標準的な収入に
対する1年間に支払った公債
費（借金の返済）などの割合

本市では、毎年度の当初予算を基に、今後の財政の見通しを推計し公表しています。
財政健全化指標の推移

市債残高の推移
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正解は…「よ」が3つで予算！ 平成31年度    の熊本市予算を、拙者　　と共に見ていこう！

　「市長への手紙」や「直接対話事業」などを通じて、市民の皆さんから市政に対する意見や提案などを幅広くお聴きし、寄
せられた「市民の声」を今後の市政運営に生かしています。ぜひ活用ください。

市長への手紙

市民の声

直接対話事業
（市長とドンドン語ろう）

まちづくりセンター

意見募集
（パブリックコメント）

（広聴課　☎096-328-2075）　詳しくは、市ホームページへ。　

　市長に対し、市政に対する意見や提案などをお寄せいただく制度です。
　受け付けた意見や提案は、市長が確認し、一部を除き文書などで回答します。

　市政に対する意見や提案などは、手紙、インターネットによる投稿、電子メールで
受け付けています。また、お寄せいただいた意見や提案とそれに対する考え方を、
ホームページで公開しています。

　市長と市民の皆さんとの直接対話により、市政に関するさまざまなテーマについ
て意見交換をし、市政への反映や業務改善につなげていきます。

　まちづくりセンターでは、各校区に専任の地域担当職員を配置し、地域のさまざ
まな課題解決に向けた取り組みを支援しています。

　市の計画や条例などを策定する前の素案の段階で公表し、その素案に対する皆
さんの意見を募集し、可能な限り計画などに反映させていきます。

あなたの意見をお聴かせください

（財政課　☎096-328-2085）

（詳細はホームページ「熊本市財政の中期見通し」をご覧ください。）
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　熊本地震に伴う事業や中心市街地などの整備、また、仮置きで算入した本庁舎整備などを含めて
試算した結果、財政健全化指標は早期健全化基準を大きく下回る水準を維持できる見通しです。
　また、熊本地震分の市債残高については、2021年度をピークに以後減少する見込みです。なお、
熊本地震分については、返済時に国から一定の支援があります。
　熊本地震分を除く市債残高は、一定期間増加しますが、2026年度をピークに以後減少する見込
みです。
　引き続き健全な財政運営に向けた取り組みを進めます。
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※早期健全化基準
　早期健全化基準を超えた地方公
共団体は、自ら財政健全化の計画を
作成・公表し、議会や市民のチェック
を受けながら財政を立て直すことが
義務付けられます。これはいわば「警
告」の段階で、サッカーの試合に例え
るなら、イエローカードが出された
状態といえます。

※早期健全化基準：400％

※早期健全化基準：25％
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